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第
三
十
四
条

こ
の
条
約
及
び
千
九
百
六
十
一
年
十
月
五
日
の
未
成
年
者
の
保
護
に
関
す
る
当
局
の
権
限
及
び
準
拠
法
に
関
す
る
条

約
の
双
方
の
締
約
国
の
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
約
の
適
用
範
囲
内
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
約
が
優
先
し
て
適

用
さ
れ
る
。
こ
の
条
約
は
、
不
法
に
連
れ
去
ら
れ
、
若
し
く
は
留
置
さ
れ
た
子
の
返
還
を
得
る
こ
と
又
は
接
触
の
権
利

の
内
容
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
要
請
を
行
う
国
と
要
請
を
受
け
る
国
と
の
間
で
効
力
を
有
す
る
他
の
国
際
文

書
又
は
要
請
を
受
け
る
国
の
他
の
法
令
を
適
用
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
十
五
条

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
間
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
が
当
該
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
行
わ
れ
た
不
法
な

連
れ
去
り
又
は
留
置
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

第
三
十
九
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
「
締
約
国
」と
は
、

こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
内
の
地
域
を
い
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
二
以
上
の
締
約
国
が
、
子
の
返
還
に
関
し
て
受
け
る
制
約
を
限
定
す
る
た
め
、
こ

の
条
約
の
規
定
で
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
制
約
を
伴
い
得
る
も
の
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
を
こ
れ
ら
の
締
約
国
の
間
に

お
い
て
合
意
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
六
章

最
終
条
項

第
三
十
七
条

こ
の
条
約
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
第
十
四
回
会
期
の
時
に
同
会
議
の
構
成
国
で
あ
っ
た
国
に
よ
る
署
名
の
た

め
に
開
放
し
て
お
く
。

こ
の
条
約
は
、
批
准
さ
れ
、
受
諾
さ
れ
、
又
は
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
批
准
書
、受
諾
書
又
は
承
認
書
は
、

オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
。

第
三
十
八
条

そ
の
他
の
国
は
、
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
入
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

加
入
は
、
加
入
国
と
そ
の
加
入
を
受
け
入
れ
る
旨
を
宣
言
し
た
締
約
国
と
の
間
に
お
い
て
の
み
効
力
を
有
す
る
。
い

ず
れ
か
の
国
の
加
入
の
後
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
構
成
国
は
、
そ
の
旨
の
宣
言
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
宣
言
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
同
省
は
、
そ
の
認
証
謄
本
を

外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
各
締
約
国
に
送
付
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
加
入
国
と
そ
の
加
入
を
受
け
入
れ
る
旨
を
宣
言
し
た
国
と
の
間
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ
る
旨
の
宣

言
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

第
三
十
九
条

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
際
に
、
自
国
が
国
際
関
係
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
領

域
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
こ
の
条
約
を
適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
宣
言
は
、
こ
の
条
約

が
当
該
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
時
に
効
力
を
生
ず
る
。

こ
の
宣
言
及
び
そ
の
後
の
適
用
領
域
の
拡
大
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
。

第
四
十
条

こ
の
条
約
が
対
象
と
す
る
事
項
に
関
し
て
異
な
る
法
制
が
適
用
さ
れ
る
二
以
上
の
地
域
を
そ
の
領
域
内
に
有
す
る
締

約
国
は
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
の
際
に
、
こ
の
条
約
を
自
国
の
領
域
内
の
全
て
の
地
域
に
適
用
す
る

か
又
は
一
若
し
く
は
二
以
上
の
地
域
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
か
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
別
の
宣
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
後
い
つ
で
も
こ
の
宣
言
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
宣
言
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
内
の
地
域
を

明
示
す
る
。

第
四
十
一
条

締
約
国
が
自
国
内
に
お
い
て
行
政
上
、
司
法
上
及
び
立
法
上
の
権
限
が
中
央
の
当
局
と
そ
の
他
の
当
局
と
に
配
分
さ

れ
た
統
治
体
制
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
が
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
こ
れ
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は

承
認
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
加
入
し
、
又
は
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
宣
言
を
行
う
こ
と
は
、
当
該
締
約
国
内
に
お
け
る

権
限
の
配
分
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
四
十
二
条

い
ず
れ
の
国
も
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
若
し
く
は
加
入
の
時
ま
で
に
又
は
第
三
十
九
条
若
し
く
は
第
四
十
条
の
規
定

に
基
づ
く
宣
言
を
行
う
時
に
、
第
二
十
四
条
又
は
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
留
保
の
一
方
又
は
双
方
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の
い
か
な
る
留
保
も
、
認
め
ら
れ
な
い
。

い
ず
れ
の
国
も
、
い
つ
で
も
、
自
国
が
付
し
た
留
保
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
撤
回
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務

省
に
通
告
す
る
。

留
保
は
、
前
項
の
通
告
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
失
う
。

第
四
十
三
条

こ
の
条
約
は
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
う
ち
三
番

目
に
寄
託
さ
れ
る
も
の
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

そ
の
後
は
、
こ
の
条
約
は
、
次
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

１

そ
の
後
に
こ
の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
そ

の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日

２

第
三
十
九
条
又
は
第
四
十
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
又
は
領
域
内
の
地
域
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
通
告
の
後
三
番
目
の
月
の
初
日

第
四
十
四
条

こ
の
条
約
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
従
っ
て
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
五
年
間
効
力
を
有
す
る
。
そ
の
日
以
後
に
こ

の
条
約
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

こ
の
条
約
は
、
廃
棄
さ
れ
な
い
限
り
、
五
年
ご
と
に
黙
示
的
に
更
新
さ
れ
る
。

廃
棄
は
、
当
該
五
年
の
期
間
が
満
了
す
る
少
な
く
と
も
六
箇
月
前
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通
告
す
る
。廃
棄
は
、

こ
の
条
約
が
適
用
さ
れ
る
領
域
又
は
領
域
内
の
地
域
の
う
ち
特
定
の
も
の
に
限
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

廃
棄
は
、
こ
れ
を
通
告
し
た
国
に
つ
い
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
こ
の

条
約
は
、
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

第
四
十
五
条

オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
は
、
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
構
成
国
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
加
入
し
た
国
に

対
し
、
次
の
事
項
を
通
報
す
る
。

１

第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
署
名
、
批
准
、
受
諾
及
び
承
認

２

第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
加
入

３

第
四
十
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
ず
る
日

４

第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
適
用
宣
言

５

第
三
十
八
条
及
び
第
四
十
条
に
規
定
す
る
宣
言

６

第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
留
保
並
び
に
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
留
保
の
撤
回

７

前
条
に
規
定
す
る
廃
棄

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。

千
九
百
八
十
年
十
月
二
十
五
日
に
ハ
ー
グ
で
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
り
本
書
一
通
を

作
成
し
た
。
本
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
に
寄
託
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
認
証
謄
本
は
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て

ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
の
第
十
四
回
会
期
の
時
の
各
構
成
国
に
送
付
す
る
。

（
署
名
欄
は
省
略
）
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